
Ⅰ．はじめに

近年、疾病構造の変化や超高齢社会の進展に伴い、

医療・介護をめぐる状況は大きく変化しており、看護職に

は、対象の複雑性・多様性に対応した看護ケアを提供す

ることが求められている。また、看護基礎教育には、いか

なる状況に対しても、対象者にとって最善の看護を提供す

るために必要な知識や技術が提供できる能力を身につける

教育の提供が求められている。

このような社会変化を背景に、文部科学省が 2004 年に

看護教育の在り方に関する検討会報告書において、看護

実践能力の充実に向けた大学卒業時の到達目標を初めて

示した（文部科学省，2004）。また、2008 年には、「看

護師教育の技術項目（13 項目142 種類）と卒業時の到

達度」が示され ( 厚生労働省，2008)、2011 年には学

士課程においてコアとなる看護実践能力（コア・コンピテ

ンシー）と卒業時の学修目標（文部科学省，2011）が

示された。しかし、この「看護師教育の技術項目と卒業

時の到達度」が、確実な技術習得にどれだけ貢献でき

たか明確でない( 池西，2021)との指摘もある。その後、

2020 年に保健師助産師看護師学校養成所指定規則（以

後、指定規則とする）の第 5次改正を受けて、「看護師
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要　旨
【目的】本研究の目的は、2023 年度末卒業のA看護大学 4年生が卒業前に認識した看護技術到達度自己評価と臨地実習におけ
る看護技術経験の実態を明らかにすることである。 
【方法】2020 年に厚生労働省が示した「看護師教育の技術項目と卒業時の到達度」を参考に 91 種類の技術の質問紙を作成し、
A看護大学 4年生 94 名を対象に 2023 年 10 月～ 11 月に無記名自記式質問紙調査を実施した。演習における看護技術到達度自己
評価は「方法がわからない」「方法は知っているが実施できない」「モデル人形もしくは学生間で指導の下でできる」「モデル人
形もしくは学生間で単独でできる」から、実習での看護技術経験は「見学も実施もしていない」「見学した」「指導・監督の下で
一部実施した」「指導・監督の下で単独で実施した」「単独で実施した」から回答を求めた。分析は演習と実習のデータを各々単
純集計した。
【結果】42 名 ( 回答率 44.7％ ) から回答を得た。91 種類の看護技術のうち演習において、「モデル人形もしくは学生間で単独で
実施できる」と「モデル人形もしくは学生間で指導の下に実施できる」と回答した学生が半数を超える技術は、58 種類（63.7％）
であった。一方、「実施方法がわからない」、「方法は知っているが実施できない」と回答した学生が半数を超える技術が 33 種類
（36.3％）あった。また、実習での看護技術の経験について、「指導・監督の下で一部実施した」、「指導・監督の下で単独で実施した」、
「単独で実施した」のいずれかを回答した学生が半数を超える技術は 35 種類（38.5％）で、「見学も実施もしていない」と回答し
た学生が半数を超える技術は 23 種類（25.3％）であった。 
【考察】演習での看護技術到達度および実習での看護技術経験が「看護師教育の技術項目と卒業時の到達度」に達していない
技術については教授方法等の工夫が必要であることが示唆された。
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中心として大きな影響を受けた。この点を踏まえると、2023

年度末卒業生が、在学期間に経験できなかったり、自己

評価の低い看護技術は何かを明確にすることは、卒業後

の勤務に向けた学習ニーズを明確にすることにつながる。

さらに、COVID-19 感染拡大期に在籍し、2024 年 4月に

新人看護師となった看護師達を支援する教育を検討する

資料とすることができる。なお、本研究はA看護大学にお

ける卒業時の看護技術習得状況の実態を今後継続的に

調査していくための先駆的な試みである。次年度以降に

同様の調査を実施し、COVID-19 感染拡大期に在籍した

2023 年度末卒業生を対象とする本研究と、今後、A看

護大学の看護技術習得状況の実態を比較していくことによ

り、COVID-19 感染拡大期に在籍した学生に特有の実態・

課題と、その後の学生の技術習得状況の実態・課題とが

区別されていくことで、本研究の成果がさらに意義をもつこ

とになるといえる。

Ⅱ．研究目的

本研究の目的は、2020 年 4月から2024 年 3月までA

看護大学に在籍した学生の卒業前の看護技術到達度の

自己評価および臨地実習における看護技術経験の実態を

明らかにすることである。

Ⅲ．研究方法

１．対象

2023 年にA看護大学に在籍し、すべての看護技術演

習科目と臨地実習の履修を終了した4年生 94 名を対象と

した。なお、対象者は、2020 年 4月、COVID-19 感染

症による緊急事態宣言下に（厚生労働省，2021）に入学

した学生である。そのため、学生は、学内の授業や実習

等では、感染対策により通常とは異なる活動を強いられた。

A看護大学の基礎看護技術演習では、授業人数を制限

して回数を増やすなどの感染対策により感染症拡大前とほ

ぼ同じ教育内容を実現できた。しかし、臨地実習において

は、臨地への立ち入り制限など、学生の学習への影響は

少なくなかった。

２．調査方法

無記名自記式質問紙調査（留め置き法）を行った。

等養成所の運営に関する指導ガイドライン」（厚生労働省，

2023，p.57-59）に、「看護師教育の技術項目と卒業時の

到達度」として13 項目71 種類の技術が示された（別

表 13-2）。この「看護師教育の技術項目と卒業時の到達

度」（以降、別表 13-2とする）では、演習、実習それぞ

れに到達度基準が示されている。具体的には、演習では、

「Ⅰ：モデル人形もしくは学生間で単独で実施できる」、「Ⅱ：

モデル人形もしくは学生間で指導の下で実施できる」であ

る。実習では、「Ⅰ：単独で実施できる」、「Ⅱ：指導の下で

実施できる」、「Ⅲ：実施が困難な場合は見学する」であ

る。この別表 13-2は、2008 年に示されたものに比べ、技

術項目が精選され、「わかる」、「理解する」といった認知

領域の目標の削除、看護技術の実践力として精神運動領

域に関連する目標の明確化、到達度は演習と実習に分け

て示されたことが特徴的である。また、これにより、看護基

礎教育の段階で学生が経験する必要のある技術項目が

明確に示されたと解釈できる。

看護系大学では、2020 年の指定規則の第 5 次改正

を基に、文部科学省による学士課程の看護系人材養成

のための学修目標をふまえながら、学士課程での看護学

教育に相応しい実力を持つ看護師の育成とそのカリキュラ

ムの構築を行っている。現状では、学生が学内で学ぶ看

護技術は臨床で行われている技術の実際との乖離 ( 加藤

木 ,2016；菊地，2019；米倉 ,2021) が指摘されており、学

士課程を経た看護職に相応しい学力と看護実践力を高め

ていくことが課題（小田嶋，2022）となっている。

A看護大学においては、地域社会の保健・医療・福

祉に貢献できる看護専門職の育成を使命とすること、看護

実践に必要な知識と技術を身につけ、創造的想像力や他

者と関わる力を育てることなどを教育理念に掲げている。し

たがって、指定規則に示された看護技術に関する卒業時

到達度の基準を満たす教育を保証することは、A大学の

教育理念に沿った教育を実現する意味においても重要で

ある。

そこで、A看護大学における看護技術教育の現状を知

る資料の一つとして、すべての演習と実習を終了した4年

生の看護技術到達度の自己評価と臨地実習における看護

技術経験の実態を調査した。この調査結果から、A看護

大学における学生の看護技術習得に向けた教育への示唆

を得ることができると考えた。また、2020 年から2023 年は、

COVID-19 感染症拡大によって、看護教育活動は実習を
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解したうえで研究に協力できるように、質問紙の回答前に

研究参加に同意するか否かの質問とチェック欄を設け、そ

こにチェックされていることをもって研究協力に同意したとみ

なすことを文書に記載し説明した。これらの倫理的配慮に

ついて、神戸市看護大学研究倫理審査委員会の承認（第

23106－07 号）と学長の許可を得て実施した。

Ⅳ．結果

質問紙は、A看護大学に在籍する4 年生 94 名全員

に配布し、回答数は42 名（回答率 44.7％）であり、す

べてを分析の対象とした。

１．演習における看護技術到達度

91 種類の看護技術到達度の自己評価を図 1に示す。

91 種類の看護技術のうち「モデル人形もしくは学生間で

単独で実施できる」と回答した学生が半数を超える技術

は、45 種類（49.5％）であった。また、「モデル人形もし

くは学生間で指導の下に実施できる」との回答と合わせて

半数を超える技術は、13 種類（14.2％）であり、両方を

合わせ「実施できる」と回答されたのは、58 種類（63.7％）

であった。一方で、「実施方法がわからない」、「方法は知っ

ているが実施できない」を回答した学生数が半数を超える

技術が 33 種類（36.3％）あった。［次頁 図１参照］

２．実習における看護技術経験の実態

91 種類の看護技術に関する実習での経験を図 2に示

す。このうち、「指導・監督の下で一部実施した」、「指導・

監督の下で単独で実施した」、「単独で実施した」と回答

し、臨地実習で実施経験を得た学生数が半数を超える技

術は35 種類（38.5％）であった。その一方、「見学も実

施もしていない」と回答した学生が半数を超える技術は23

種類（25.3％）であった。［次頁 図２参照］

Ⅴ．考察

A看護大学 2023 年度卒業生が、卒業前に認識した

看護技術到達度自己評価および臨地実習における技術経

験の実態を踏まえ、看護技術到達度向上のための方策に

ついて検討する。

３．調査期間

1）データの取得時期　2023 年 10 月～ 11 月

2）質問紙の内容

2020 年に示された「保健師助産師看護師養成所指定

規則ガイドライン」別表 13-2 の 13 項目71 種類に、20 種

類を追加した91 種類の技術についての質問紙を作成し

た。追加した20 種類は、別表 13-2において、例えば、「排

泄援助（床上、ポータブルトイレ、オムツ等）」と、1種類

に複数の技術が記載されているものを「排泄援助（床上）」

「排泄援助（ポータブルトイレ）」「排泄援助（おむつ交

換）」と3種類とすることで、研究対象者が回答しやすい

よう変更したものである。質問紙は、A看護大学の卒業

生にプレチェックを依頼して洗練するとともに記載時間を確

認した。質問紙の構成は以下の通りである。

①演習における看護技術到達度

対象者が、在学中の看護技術演習において経験した

看護技術に関する調査時点での自己評価について、「実

施方法がわからない」「実施方法は知っているが実施でき

ない」「モデル人形もしくは学生間で指導の下で実施できる」

「モデル人形もしくは学生間で単独で実施できる」の4選

択とし回答を得た。

②臨地実習における看護技術経験

対象者が 4年間に履修した全ての臨地実習における看

護技術の経験について、「見学も実施もしていない」「見

学した」「指導・監督の下で一部実施した」「指導・監

督の下で単独で実施した」「単独で実施した」の5選択

とし回答を得た。

４．分析方法

91 種類の看護技術について、演習における看護技術

到達度の自己評価および臨地実習における看護技術経験

の実態について、それぞれ単純集計を行った。

５．倫理的配慮

在学中のすべての看護技術演習科目と臨地実習が終了

し、成績が確定された後に研究協力を依頼した。研究の

趣旨と意義、目的とともに、研究への参加は自由であり参

加しなくても成績評価等何ら不利益を受けないこと、質問

紙は匿名であり、研究の全過程において匿名性が確保さ

れることなどを文書と口頭で説明した。また、質問紙提出

後の同意の撤回は難しいことを含め、研究協力内容を理
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図1．演習における看護技術到達度
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図2．実習における看護技術経験
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２．臨地実習における看護技術経験の実態

今回調査した91 種類は、別表 13-2 で求められる実習

での到達度として、少なくとも「見学」が期待されている

技術である。しかし、本調査では、見学も実施もしていな

い技術が 23 種類に上った。この状況は、本調査の対象

となった学生がCOVID-19 感染拡大下に臨地実習を経

験しているため、平時とは異なる実習活動となった可能性

は否めない。そのため、この調査をもって、A看護大学に

おける実習での看護技術経験を検討するには無理がある。

しかし、「見学も実施もしていない」と回答した学生が半

数を超える技術の中には、看護技術演習の到達度の自己

評価において、「実施方法がわからない」と回答した学生

が半数を超える技術も含まれる。これらは、輸血の管理、

検体検査の介助、薬剤の暴露予防策の実施の3種類で

あった。この 3 種類は、A看護大学において、学内でも

実習でも学生が学ぶ機会を得られていない可能性を意味

する。そのため、平時の臨地実習で経験できる技術の状

況の調査が必要であり、それを踏まえ、大学として学生の

経験をどのように保証するのかを検討していく必要がある。

実習での看護技術の経験は、臨地での実習受け入れ

状況や患者の状況等に影響されるが、演習は授業設計に

より到達を目指すことが可能である。特に演習における看

護技術到達度に達しておらず、かつ実習での経験が少な

い技術については、基礎看護技術関連科目はもとより学内

全体の課題として対応し、演習での到達度を上げていくた

めの工夫を検討することが必要である。

３．卒業時の看護技術到達度向上のための方策

別表 13-2は、看護師教育において卒業時に求められ

る看護技術の到達度レベルを明確にしたものであり、これ

が示されたことは、看護系大学において、卒業時の学生

の看護実践能力をより高めるよう、その教育内容と方法を

改善していくことが求められていると言える。今回の調査結

果では、A看護大学の2023 年度卒業時の学生において、

別表 13-2に示された到達度レベルに達していない技術が

複数あることが明らかとなった。学内演習、実習における

検討事項については前述したが、看護系大学として卒業

時の技術保証という観点も考慮し、科目や分野を横断した

包括的な検討が求められる。

また、卒業生の看護技術到達度を保証する試みのひと

つに、卒業前技術演習が考えられる。先行研究において

１．卒業時における看護技術到達度の自己評価の実態

卒業時における看護技術到達度について、「モデル人

形もしくは学生間で指導の下に実施できる」、「モデル人形

もしくは学生間で単独で実施できる」と回答した学生が半

数を超える技術が 58 種類あった。これらは、療養環境の

整備、移動、体位変換等の療養上の世話に関わる技術と、

その療養上の世話を安全に実践するために必須ともいえる

感染予防策とバイタルサイン測定であった。このような結果

は、COVID-19 感染症拡大前の調査結果（竹中，2017；

佐藤，2018；原，2018）と類似している。本調査の学生

達の看護技術到達度に関する自己評価が、感染拡大以

前に実施された調査と相違なく認知されているのは、感染

拡大下における看護技術演習の工夫の成果と考える。

一方で、「実施方法がわからない」「方法は知っている

が実施できない」と回答した学生が半数を超える技術は、

経管栄養法、膀胱留置カテーテルの管理、ストーマ管理、

各種吸引、薬剤の管理、検査介助など、診療の補助技

術に類する技術であった。これらの技術のほとんどはA看

護大学の基礎看護技術演習では、教授していない技術で

ある。しかし、今回調査した看護技術項目は、別表 13-2

の演習において、少なくとも「モデル人形もしくは学生間で

指導の下に実施できる」という到達度が期待されている技

術である。そのため、「実施方法がわからない」と回答さ

れた技術については実施方法を教授し、「方法は知ってい

るが実施できない」技術と合わせて、「指導の下で実施で

きる」レベルでの到達を保証することが必要である。その

ためには、教育方法の工夫、適切な教材・教具の開発

が必要である。学内で行う看護技術演習では、全学生が

すべての技術を授業時間内に体験する時間的余裕がな

い。そのため、反転授業の導入などにより、学生自らが反

復練習の意義に気づき練習できる機会を作る工夫も重要

であると考える。また、基礎看護学の看護技術演習では、

授業単位数や科目構成などから、別表 13-2に示される到

達度が「Ⅰ：単独で実施できる」の技術を中心に教授して

いる。今回、「実施方法がわからない」「方法は知ってい

るが実施できない」と回答された技術をA看護大学にお

いてどのように教授することが適切か、これらの看護技術

の担当分野や科目単位数についても合わせて検討していく

必要がある。
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と回答した学生が半数を超える技術は23 種類（25.3％）

あった。
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Ⅵ．結論

91 種類の看護技術について卒業前の看護技術到達度

の自己評価と臨地実習における看護技術経験の実態調査

行った。

看護技術演習において、モデル人形もしくは学生間で、

指導の下に実施できる、あるいは単独で実施できると回答

した学生が半数を超える技術は58 種類（63.7％）であっ

た。一方で、「実施方法がわからない」、「方法は知って

いるが実施できない」を回答した学生が半数を超える技術

が 33 種類（36.3％）あった。

臨地実習では、指導の下、あるいは単独など、何らか

の実施経験をしている学生が半数を超える技術は35 種類

（38.5％）であった。一方で、「見学も実施もしていない」
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